
原発依存社会からの脱却に向けて

エネルギー政策転換に向けた議員セミナー【第２回】

福島第一原子力発電所の事故は、日本のエネルギー政策の根本を揺るがすものとな

りました。いままで原発に依存してきたエネルギー計画や温暖化対策の抜本的見直し

が必要となってきています。本集会は、エネルギー政策の転換がなぜ必要なのか、ど

のように達成するのかを議論するシリーズの第２弾です。

今回は、原発・電力多消費社会の構造的な問題に切り込むとともに、あらためて福島

原発事故の根本的な問題を見つめます。

【主 催 】 国際環境NGO FoE Japan、環境エネルギー政策研究所（ISEP）、
原子力資料情報室、グリーン・アクション、グリーンピース・ジャパン、

「環境・持続社会」研究センター（JACSES）、原水爆禁止日本国民会議

【協 力】 環境市民、気候ネットワーク、市民がつくる政策調査会、

地球・人間環境フォーラム、メコン・ウォッチ

【日時】2011年5月19日（木）15:00～18:00
【場所】衆議院第一議員会館 多目的ホール

【プログラム】（敬称略、すべて仮題）

15:00～15:05 趣旨説明

15:05～15:30 「原発依存・電力多消費社会をつくりだした人々」

上杉 隆（フリージャーナリスト）

15:30～15:45 質疑応答、議員コメント

15:45～16:05  「原発が地元社会をどう変えたか？」

佐藤 和良（いわき市議会議員）

16:05～16:20 質疑応答、議員コメント

16:20～16:35 「はじまりは一台の放射能測定器から～20mSv撤回運動:

福島の子どもたちを放射能から守るために」

阪上 武（福島老朽原発を考える会）

16:35～16:50 質疑応答、議員コメント

16:50～17:00 ＜休憩＞

17:00～17:20 「飯館村が今直面していること」

佐藤 健太／愛澤 卓見（飯舘村）

17:20～17:35 質疑応答、議員コメント

17:35～17:55 全体討論

17:55～18:00 まとめ、閉会



【講師プロフィール】（敬称略）

◆上杉 隆（うえすぎ・たかし）／フリージャーナリスト

1968年福岡県生まれ。都留文科大学卒業。テレビ局・衆議院公設秘書・「ニューヨークタ

イムズ」東京支局取材記者などを経て、フリージャーナリストに。政治・メディア・ゴルフな
どをテーマに活躍中。自由報道協会（仮）暫定代表。著書に『石原慎太郎｢5人の参謀｣』
『田中真紀子の恩讐』 『議員秘書という仮面―彼らは何でも知っている』 『田中真紀子の
正体』 『小泉の勝利 メディアの敗北』 『官邸崩壊 安倍政権迷走の一年』 『ジャーナリズ
ム崩壊』 『宰相不在―崩壊する政治とメディアを読み解く』 『世襲議員のからくり』 『民主
党政権は日本をどう変えるのか』 『政権交代の内幕』 『記者クラブ崩壊 新聞・テレビとの
200日戦争』 『暴走検察』 『なぜツイッターでつぶやくと日本が変わるのか』 『上杉隆の40
字で答えなさい～きわめて非教科書的な「政治と社会の教科書」～』 『結果を求めない
生き方 上杉流脱力仕事術』 『小鳥と柴犬と小沢イチローと』 『永田町奇譚』(共著) 最新
刊は、『ウィキリークス以後の日本 自由報道協会（仮）とメディア革命』 『続・上杉隆の40
字で答えなさい』がある。（上杉隆公式ウェブサイトより抜粋）

◆佐藤 和良（さとう・かずよし）／いわき市議会議員、脱原発福島ネットワーク世話人

1953年、福島県楢葉町生まれ。（福島第二原発の所在地）1988年から脱原発福島ネット

ワークに参加、現在世話人。原発問題とともに地域・自治体の活動に積極的に参加、
2004年いわき市議会議員となり現在2期目、建設常任委員長。ブログ・「風のたより」
http://skazuyoshi.exblog.jp/

◆阪上 武（さかがみ・たけし）／福島老朽原発を考える会（フクロウの会）代表

東電の原発及び浜岡原発の運転停止、老朽原発の廃炉、プルサーマル中止を求めて、
福島の市民運動と連携しながら首都圏で活動。浜岡原発運転差止訴訟原告、東電MOX
裁判元原告。

◆佐藤 健太（さとう・けんた）／「負げねど飯舘！」（仮）常任理事

飯舘生まれ飯舘育ち、学生のころ一度仙台に住むが、それ以外は飯舘育ちである。原
発事故後、早い段階から子供や若者の早期避難を求めて、Ｔｗｉｔｔｅｒ（@024442、パンダ

Ｐ。）等で、訴えかけ続けていた。仕事は、父の会社である消波ブロック、二次製品ブロッ
クの型枠管理とメンテナンスを行う会社で勤務。現在、放射能の影響で存続の危機に立
たされている。原発事故後、若者と年輩者がタッグを組んで立ち上がった「負げねど飯
舘！」（仮）の常任理事で、避難、健康管理から補償、土壌改良まで、幅広く役場と協力
してサポートを行う予定。

◆愛澤 卓見（あいざわ・たくみ）／「負げねど飯舘！」（仮）常任理事


